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～伝説 寿の松(手代之松)について～～伝説 寿の松(手代之松)について～～伝説 寿の松(手代之松)について～～伝説 寿の松(手代之松)について～

今から１６２年前の嘉永５年(１８５２)８月２３日、仙台の第１
３代太守松本佐奥守慶邦公が気仙地方の巡視の際、村民は船河原、
丸森の村境までお出迎えし、今泉方面に向かう途中、細浦の金山澤、
肝入滝田清太夫宅でご休憩されているが、この時にお迎えのお供に
ついて、泊里八幡の下の組頭菊松老人(屋号古磯大磯家)から、伝説
の寿の松(千代へ松)の由来について、国守に次のようにご説明申し
上げている。

細浦から追堀坂を上り平地域に越える頂に、石の地蔵様が鎮座し
ており、その筋向かいに昔から千屋敷という旧家があった。屋敷の
築山には大きな１本の老松が生えており、道を行き交う人達はこの
松の下で、暫し松韻に浸りながら憩うのであった。巡視やお殿様の
一行も折りには、松の枝に槍ぼんぼりを手代りとして立て掛け休憩
するので、いつからか俗に｢手代へ松｣と呼ぶようになったと云う。

然るに、或る晩、琴を弾く芸者がここを通りかかり、千屋敷に宿
泊して琴を弾くことになったので、この家の主人が、この際だから
隣近所の人達にも聴かせ楽しませてやろうと、下男に云いつけ、築
山の大きな松の木の上から、｢琴｣弾きが来たから皆来いと、大声で
叫ばせたという。ところが地域の人達は千屋敷に｢事｣が出来たから
皆来いと聞き違え、これは大変だ、何事か起きたらしいと、皆驚き
慌てて駆け集まって大群衆となった騒動があったという。やがてこ
の事があってからは、千屋敷では結局良からざることばかり続き、
遂には暮らしが思うようにならず、この土地を手放し、他所に移住
するようになったという言い伝えである。
※江戸時代の末崎は三方を海に囲まれ、南は三猿峠、西は通岡峠北
は乙坂を登って丸森の村境と、何れも車輌等の通行不可能な道であ
り、殿様一行とて大難儀の旅であった。従って、難所や長旅を来て
この松に辿り着き、大船渡湾や五葉連峰の展望に、暫時の息をつい
た所と考えられる。
※追堀坂を上り平地域に越える頂にある地蔵様は、文政１０年(１８
２７)５月８日新沼屋(元千屋敷で現在は内田の屋号しも)で建てた地
蔵様で、世話人は後田中与藤太(神坂新沼家)外と台座に刻まれてい
る。祠は近くの屋号、上の屋敷
平野金次郎(光輝さんの父)が昭
和５９年ころ寄進している。な
お祠内に地蔵様の頭らしきもの
があるが、これは屋号茶 、新
沼鉄之進さんが近くで見つけ同
祠に安置したものである。
※千屋敷の築山の石１ヶは現在
も残されているが、寿の松(千
代へ松)と云われた老松は明治
の初め頃、地主によって伐採さ
れ今は見ることは出来ない。
（聖） 千屋敷の跡地と庭石
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